
高根沢町教育委員会が平成15年9月に開設した、

不登校児童生徒のためのフリースペース(居場所)。

ここでは安心して心を休ませ。自分らしさを発見で

きるようゆったりと過ごし、毎日の活動の中で社会

的に自立していける力を身に付けていく。ここでの

学習、体験活動を通して、様々な分野の学習や活動

に対する意欲を高め、将来への道筋を考えていける

ようスタッフが支援。

決まったプログラムはない。本人とスタッフで相談

して決め、一日を過ごす。伺った日はちょうどハロ

ウィンの日。玄関先で大きなカボチャをくりぬいて

顔を作っていた。とっても楽しそうだった。

義務教育の位置付けで給食もある。教育機会確保法

が平成27年に制定され、学校以外の学びの場の設置

や休みたい時には休養してもいいという事が認めら

れた。

先駆的に取り組んでいる「ひよこの家」への県外か

らの視察が増えているという。卒業後も報告や相談

に訪れる子どもたちもいる。

表面的な学校復帰を目的とせず、児童生徒の状態に

応じて学習指導を行うが学校に代わる学習の場では

ない。

まず心を休ませ、自分らしい自分を発見し、社会的

自立をしていくための居場所になっている。

もっともっと「ひよこの家」が増えていかなければ

ならない。適応指導教室ではない存在。

何よりも子どもたちの明るい顔が印象的だった。

山田みやこの活動報告

高根沢町フリースペース「ひよこの家」を訪問
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